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手当手 当

中
学
3
年
生
ま
で
対
象
に

子
ど
も
手
当
を
受
付
開
始
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保険保 険
　

平
成
22
・
23
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

保
険
料
率
は
、
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
2
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
75
歳
以
上
の
人

は
す
べ
て
同
じ
計
算
で
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
は
❶
年
金
か
ら
天
引

き
す
る｢

特
別
徴
収｣

❷
納
付
書
や
指
定
口

座
か
ら
引
き
落
と
す｢

普
通
徴
収｣―

の
い

ず
れ
か
二
種
類
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
中
に
75
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
た
人
で
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
人
は
、
平
成
22
年
度
の
途
中
か
ら

｢

特
別
徴
収｣

と
な
り
ま
す
。
な
お
、｢

特
別

徴
収｣

の
人
は
届
出
に
よ
り｢

普
通
徴
収｣

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
所
得
が
低
い
人
や
被
用
者

保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
健
康
組
合
、
共
済

組
合
な
ど
）
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

人
の
保
険
料
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど

も
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
「
子
ど
も
手

当
制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
児
童
手
当
制
度
と
違
い
、

所
得
制
限
に
よ
り
手
当
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人
、
中
学
生
を
養
育
し
て
い
る
人

も
新
た
に
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
支
給
対
象

中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も

（
平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
）

▼
支
給
額
（
月
額
）

子
ど
も
一
人
に
つ
き･･･

1
3
0
0
0
円
（
平
成
22
年
度
）

▼
受
給
資
格
者

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
、
支
給
対
象

と
な
る
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

▼
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
人

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
場
合
、
子
ど
も
手
当
の
申
請
は
不
要

で
す
。
た
だ
し
、
中
学
2
・
3
年
生
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
場
合
は
、
申

請
（
額
改
定
請
求
）
を
行
う
こ
と
で
平

成
22
年
4
月
分
か
ら
増
額
さ
れ
ま
す
。

▼
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
人

所
得
制
限
に
よ
り
受
給
し
て
い
な
か
っ

た
人
、
中
学
2
・
3
年
生
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
人
は
子
ど
も
手
当
の
申

請
（
認
定
請
求
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
出
生
・
転
入
の
場
合

出
生
の
と
き
は
出
生
日
、
転
入
の
と

き
は
転
出
予
定
日
か
ら
15
日
以
内
に

申
請（
認
定
請
求
ま
た
は
額
改
定
請
求
）

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
公
務
員
の
場
合

　

勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
・
支
給
の
方
法

４
月
下
旬
ま
で
に
対
象
者
へ
通
知
し
ま

す
。
子
ど
も
手
当
て
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

親
な
ど
が
福
祉
課
児
童
福
祉
係
で
申
請

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必

要
な
も
の
は
❶
請
求
者
の
健
康
被
保
険

者
証
の
写
し
❷
通
帳
❸
印
か
ん―

な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
支
給
方
法
は

年
3
回
（
6
月
、
10
月
、2
月
）
で
指

定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

県
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

保険料の計算式

所得割率 9.03％
｢所得割｣は、本人の総所得金額（年金、給与、
営業、農業など）から 33 万円を差し引いた
後、所得割率を掛けて計算されます。

保険料の納め方

■特別徴収（年金天引き）
▼対象者
年金が年額 18 万円以上の人で介護保険料とあわ
せた保険料額が年金額の半分を超えない人
▼支払い回数（月）
　年 6回（4月、6月、8月、10 月、12 月、2月）

■普通徴収（納付書、口座振替）
▼対象者
▽年金が年額 18 万円未満の人▽介護保険料とあ
わせた保険料額が年金額の半分以上の人▽特別
徴収から口座振替へ変更の申し出をした人
▼支払い回数（月）　　年 9回（7月～ 3月）

納付方法は｢特別徴収｣と｢普通徴収｣の二種類があり、年金受給
額などによって決定されます。

保険料の軽減措置

■所得が低い人（被保険者と世帯主の総所得金額）

所得が低い人や被用者保険（協会けんぽ、健保組合、共済組合な
ど）加入者に扶養されていた人の保険料は軽減されます。

保険料額（年額）
｢保険料額｣は、所得割額と均等割を足し合
わせた金額が、平成 22 年度に納めていただ
く年額です。
なお、50 万円が上限額となります。

47,000円
｢均等割｣は、一人ひとり平等に負担してい
ただく金額です。

均等割額

基礎控除額（33万円）
を超えない世帯で被
保険者全員が年金収
入80万円以下（その他
の所得なし）

基礎控除額（33万円）
を超えない世帯

基礎控除額（33万円）
＋24.5万円×世帯の
被保険者数（被保険者
である世帯主を除く）
を超えない世帯

基礎控除額（33万円）
＋35万円×世帯の被
保険者数を超えない
世帯

基礎控除（33万円）＋
58万円を超えない人

資格を得た日（誕生日）の前日に被用者保険加入
者に扶養されていた人

均等割が軽減
9割

9割 10 割

8.5割 5割 2割 5割
所得割が軽減

■被用者保険加入者に扶養されていた人

均等割が軽減 所得割が軽減

申
請
は
9
月
30
日
ま
で
に
▼
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
満
額
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

区　分

対象年齢

所得制限

小学校修了前まで

平成22年
6月中旬

平成22年2～3月分
（児童手当）

※平成22年6月に支払う｢子ども手当｣と｢児童手当｣は別々に
　振り込みます。

10,000円～
20,000円　

26,000円　

52,000円　

52,000円　

平成22年4～5月分
（子ども手当）

平成22年6～9月分
（子ども手当）

平成22年10～12月分
平成23年1月分
（子ども手当）

平成22年
10月中旬

平成23年
2月中旬

あ　り

中学校修了前まで

な　し

5,000 円
（第 1子、第 2子）

10,000 円
（3歳未満、第3子以降）

13,000 円支給月額
（一人あたり）

児童手当
（平成22年3月まで）

子ども手当
（平成22年4月から）

支払月 対象月 支給額

子ども手当の支払月（一人当たり）


